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トライアスロン皆生大会
「全日本トライアスロン皆生大会」
は今年で30周年を迎えます。
今年から「リレーの部」も設けられ、
新たな熱い闘いとドラマが繰り広げ
られることが期待されます。
今年は、７月18日（日）午前７時に
スタート。みんなで選手たちに熱い
声援を送りましょう。
＊写真は昨年の大会の様子
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大山に向かって疾走するアスリートたち（八幡橋付近）



■申込・問い合わせ
　米子がいな祭企画実行本部
　〒 683-0822　中町20　市役所旧庁舎４階
　☎２２－００１８　FAX２２－００１７
　「米子がいな祭ホームページ」
　http://gainamatsuri.info

８月７日（土）
ふれ太鼓
オープニングセレモニー
がいなパレード
やんちゃパレード・ステージ
文化ホール前ふれあい広場
がいなコラボレーション
米子がいな太鼓
米子がいな万灯

８月６日（金）
万灯 25周年前夜祭

８月８日（日）
米子がいな太鼓
米子がいな万灯妙技会
がいなコラボレーション
ちびっこ広場
やんちゃパレード・ステージ
文化ホール前ふれあい広場
大花火大会

◆交通規制にご注意ください　８月７日、８日は交通規制を実施
します。米子駅前通りを通過する各路線バス・だんだんバスの
経路が変更となりますのでご注意ください。
◆だんだんバスが無料に　８月７日、８日はだんだんバスが無料
運行されます。便利なだんだんバスをご利用ください。だんだ
んバス以外の路線バス、どんぐりバスは無料となりませんので
ご注意ください。

▼運行時間…米子駅発午前８時50分～午後６時（25分間隔）

清掃，警備，救護，イベント，事前準備など、さまざまな場面で活躍
してくださるスタッフを募集しています。
高校生以上でお友達同士，ご家族，グループなど祭好きな方ならどな
たでもOK！
◆応募資格　高校生以上
なお、18歳未満の方は、午前８時から午後６時までの参加で、保護者
の同意書が必要です。
◆募集人数　150人
◆募集締切　18日（日）
◆参加者説明会
　８月１日（日）午前10時～（１時間程度）

▼くわしくは、企画実行本部まで

がいなコラボレーション
がいな太鼓、がいな万
灯、がいなよさこい鳴
子連の合同によるコラ
ボレーションが実現。
米子がいな祭を盛り上
げる主役たちの同時競
演です。
７日（土）正午・午後６
時・８日（日）午後２時
30分／米子駅前通り

伯耆うまいもん市
「伯耆うまいもん市」を開催！地元の味や特産品を満喫していただきます。

やんちゃパレード・ステージ
民踊やよさこい系、フラダンスにヒップホップにチアダンス…。いろ

いろなジャンルの踊り
や、鼓笛隊や仮装など
何でもOK！
例年の駅前通り、文化
ホール前広場、える・
もーる商店街、本通り
商店街、元町サンロー
ド、だんだん広場など
街中を祭ムードで盛り
上げます。



第30回全日本トライアスロン皆生大会
　７月18日（日）午前７時スタート！

　スイム３キロ、バイク 145キロ、ラン 42.195キロの過酷な
レースに全国から個人の部 800人とリレーの部 50組の精鋭が
挑みます。
　午前７時、皆生海岸からスタート。
ジェットコースターのようなバイク
コース。ランでは、水木しげるロー
ド周辺を駆け抜け、最終ゴールのど
らドラパーク米子陸上競技場を目指
します。
　大会は、4,000人のボランティアの皆さんに支えられ、選手

は、沿道の声援に勇気づ
けられながらひたむきに
ゴールに向かいます。市
民の皆さんのあたたかい
ご声援をお願いします。
■問い合わせ
皆生トライアスロン協会
（☎３４－２８１９)

７月10日（土）～８月22日（日）
　ライフセーバーが常駐し、海の家・シャワー・トイレも設
備された快適な海水浴場です。
　10日（土）は海開き。ヒラメのつかみ
取り（小学生まで）などのイベントも開
催されます。
　この夏、ぜひ一度はきれいな水質の皆
生温泉海水浴場で泳いでみませんか。
＊危険防止のため監視員の指示に従い、楽しく泳ぎましょう。
＊駐車場は、周辺有料駐車場をご利用ください。路上駐車は
やめましょう。
■問い合わせ　皆生温泉旅館組合（☎３４－２８８８）

大花火大会
祭のフィナーレを飾る大花火大会。第37回の祭の
締めを飾るにふさわしく、「元気・楽しい・愉快」
をコンセプトにした内容の花火を打ち上げます。こ
れにあわせて、市内各所で花火募金も実施してい
ます。皆さんのご協力をお願いします。
ご好評をいただいている招待観覧席を今年も 250
席ご用意します。
◆応募締切　23日（金）（当日必着）
◆先着順、定数になり次第締切り。くわしくは企
画実行本部まで。

車いす専用「心のやさしさスペース」
大花火大会では、車いす専用の「心のやさしさ
スペース」を設けます。ご希望の方は、事前申
込みが必要です。車いすが必要な方とそのご家
族、あるいは、各施設単位でお申し込みください。
市民みんなで楽しめる花火大会としてご理解ご
協力をお願いいたします。
◆応募資格　身体障害者手帳をお持ちの方、ま
たは介護保険の認定を受けている方で、日常生
活で主に車椅子で生活されている方
◆募集定員　60組（普通車60台分の通行許可証
を発行いたします）
◆応募方法　郵便はがきで、氏名（ご本人と同
伴される方全員）、住所、年齢、電話番号を明記
の上、19日（月）（当日必着）までにご応募くだ
さい。申込多数の場合は抽選といたします。
抽選の結果は、当選通知の発送をもってかえさ
せていただきます。当選された方には、後日説
明会を開催し、注意事項を了承していただいた
上で許可証を発行いたします。
※当日は混雑します。入場から退場まで３～４
時間かかると予想されますので、著しく体調の
悪い方のご応募はご遠慮ください。

▼くわしくは、企画実行本部まで
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＊この写真はイメージです。
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非
行
防
止
や
地
域

で
の
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境

の
浄
化
な
ど
、
大
変
な
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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さ
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れ
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　米子市では、市民の皆さんに市の制度や事業などへの理解を深めていただくために、出張説明「ふれあい説明会」
を実施しています ｡市政について聞きたいことや知りたいことを、職員が出向いて説明をします ｡
　自治会、団体、グループなどの研修会をはじめ、中学生、高校生の皆さんからの要望にもお答えします。たくさ
んのお申し込みをお待ちしています ｡　　　　　　　　　　■ 申込・問い合わせ　秘書広報課（☎２３－５３７２）

テ ー マ 内 容 担 当 課

行
財
政

米子市の財政事情 予算の内容や決算から見る米子市の台所状況 財 政 課

米子市の行財政改革 第２次米子市行財政改革大綱及び実施計画 行 政 経 営 課
米子市の仕事をチェックし
ます ･･･ 行政評価 米子市の行政評価制度の概要、事務事業評価の結果 企 画 課

市税アラカルト 市税のすべてがわかります・・・市税のしくみやこれからの見通し 市 民 税 課・
固 定 資 産 税 課

情報公開はどうなってるの 情報公開制度のしくみや利用の方法 総 務 管 財 課

人
権

だれもが幸せに！
「米子市の人権施策」

「米子市人権施策基本方針・推進プラン」に沿って人権施策の方向
性や重要性、人権問題の課題解決に向けた取組み 人 権 政 策 課

だれもが幸せに！
「米子市の人権教育」

「米子市人権教育推進プラン」をもとにした人権問題解決に向けた
取組み 人 権 政 策 課

男女共同参画って何？ 男女が共にいきいきと生活できる社会づくりのための米子市の取組
みや基本的な考え方 男女共同参画推進課

良く知ろう私の街の個人情
報保護制度のしくみ 米子市が保有する個人情報の保護のしくみ 総 務 管 財 課

生
活
・
環
境

あー！そうなんだ！
ごみの分別収集とリサイクル

米子市のごみの現状や処理経費、ごみ分別方法及び出し方、ダンボール箱を使った
生ごみ堆肥のつくり方などなど、家庭でできるリサイクルやごみを減らす工夫など 環 境 政 策 課

今からできる地球温暖化対策 世界中で起こっている地球温暖化の現状説明、家庭でできる簡単な
温暖化対策の取組事例、米子市環境家計簿を使用し、CO2の削減 環 境 政 策 課

家庭でできる生活排水対策 川や湖沼の水質汚濁を減らし、自然環境を守るため、市が行なう生
活排水対策や家庭でできる生活排水からの汚濁の減らし方 環 境 政 策 課

下水道ができると 下水道事業全般の説明、「下水道の手引き」の説明 計 画 整 備 課
どうなって行くの？

「米子市の下水道計画」米子市下水道事業「中・長期事業計画」の説明 計 画 整 備 課

米子市水道ビジョン・米子市
水道事業基本計画について

平成29年度までの水道事業の運営に関する方向性と施策推進の基
本的な考え方 水 道 局 計 画 課

楽しく使おう都市公園 都市公園利用の仕方、手続きの仕方、注意事項など 維 持 管 理 課

ま
ち
づ
く
り

「生活充実都市・米子」の実現を目指
したまちづくり「米子いきいきプラン」

市政運営の指針、新米子市総合計画（米子いきいきプラン）のあら
まし 企 画 課

県境を越えた新しい連携の形「中海
市長会」と「定住自立圏構想」って何？

中海市長会（米子市、松江市、安来市、境港市、東出雲町）の活動、
定住自立圏構想への取組みとめざす将来像など 企 画 課

変わりつつある米子の顔
「中心市街地活性化」

なぜ中心市街地活性化に取り組むのか？中心市街地の現状や課題と
取組みの概要、中心市街地活性化基本計画の内容 地 域 政 策 課

「自治基本条例」って何？ 私たち市民に認められた権利としての地方自治の意味と、「自治基
本条例」の必要性 市民自治推進課

これからの地域生活と自治
会活動

地域づくりの視点から、今後の自治会のあり方やその活動内容につ
いて、どうあるべきか考えることの重要性についての説明 市民自治推進課

私の街はどう変わる？
「米子市の都市計画」都市計画の土地利用計画制度のしくみと米子市の指定概要 都 市 計 画 課

「米子市都市計画マスタープ
ラン」って何？ まちづくりの方針を定めた米子市の都市計画の総合的な指針 都 市 計 画 課

米子市の景観づくり 米子市景観計画による良い景観の守り方、つくり方 都 市 計 画 課

産
業

知っておきたい
「農地の利用権設定」

農地の利用権設定（貸し借り）の手順について（農地所有者向けの
説明） 農 林 課

これであなたも「観光大使！」
自慢したい米子市の観光 米子市の観光行政と観光イベント 観 光 課



◆参加者が15人以上の自治会、団体、グループの研修会などに出向きます ｡ 説明にかかる時間は 50～90 分程度です。
◆日程調整が必要ですので、希望日の２週間前までにお申し込みください。
◆平日・休日、夜間も出向きます。（中高生の場合は午後５時までに終了します）
◆説明する会場は、主催者の方で確保、運営をお願いします。

テ ー マ 内　　　　容 担 当 課

健
康
・
福
祉

国民健康保険のしくみ 国民健康保険の目的、しくみ、現状 保 険 年 金 課

後期高齢者医療制度のしくみ 平成20年４月に創設された後期高齢者医療制度の創設の趣旨、目的、
しくみなど 保 険 年 金 課

みんなで支える国民年金 国民年金のあらまし、各種手続の仕方など 保 険 年 金 課

「もっと身近に！」
米子市の保健事業

妊婦・お子さんの健康、おとなの保健サービス及び健診など健康カ
レンダーに沿って説明 健 康 対 策 課

乳がん自己触診のすすめ 乳がんの早期発見・早期治療のため、乳がんの自己触診の方法を学
びましょう 健 康 対 策 課

こころの健康「うつ」につい
て（自殺を防ぐ）

「うつ」の症状について説明、「うつ」を知り、早期の気付きとともに、
家庭で地域で支え合うまちづくりについて、一緒に考えましょう 健 康 対 策 課

知っておきたい
「高齢者福祉と介護保険」

住みなれた地域で自立して生活するために・・・福祉サービスの利
用方法、制度のあらまし 長 寿 社 会 課

「健康にご長寿！」高齢者の
健康づくり

住みなれた地域で自立して生活するために・・・介護予防への取組
みやサービスの利用方法 長 寿 社 会 課

「成年後見制度」、「権利擁
護」って何？

住みなれた地域で自立して生活するために・・・今後、判断力が鈍っ
てきたときに、安心して暮らしていくためのサービスやその利用方法 長 寿 社 会 課

地域福祉計画って何？ 誰もが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしていくために、
地域福祉の推進についての説明 長 寿 社 会 課

みんなでチャレンジ
「住民支え合いマップづくり」

地域のつながりや支え合いを考えるきっかけづくりとして、「住民
の支え合いマップ」を紹介します 長 寿 社 会 課

一人で悩まないで！
「米子市の子育て支援」米子市の子育て支援施策の説明 こ ど も 未 来 課

みんなで支えあおう！米子市
の障がい者支援

障がいのある人たちの自立と社会参加に向けて・・・米子市の障が
い者施策の概要の説明 障がい者支援課

障害者自立支援法のしくみ 障害者自立支援法の制度の説明 障がい者支援課

みんなのためのバリアフリー建築 公共的施設におけるバリアフリーの設計 建 築 住 宅 課

文
化
・
国
際
交
流

よなご今昔物語 伯耆の国よなごの古代から現代までの歴史のはなし（よなごの地名
由来、竹島渡海など物語各編） 文 化 課

意外に知らないふるさとの
こと「米子の史跡」

米子を代表する史跡から地域に埋もれている遺跡の説明（福市遺跡、
妻木晩田遺跡、上淀廃寺跡など） 文 化 課

意外に知らないふるさとの
こと「米子の文化」 米子を代表する文化財の説明（石馬、後藤家等建造物、米子城鯱など）文 化 課

こんなにあった身近な宝物！
「よなごの宝 88 選」

選定された「よなごの宝 88 選」を中心として、身近な「宝」につ
いての説明 文 化 課

あなたの身近な国際交流 国際社会の中の "YONAGO" づくり・・・国際交流事業や地域国際
化事業 市民自治推進課

安
心
・
安
全

もしもに備える
「自主防災組織」づくり 災害に強いまちづくり・・・自主防災組織の必要性とその機能 防 災 安 全 課

もしものときのための「安心・
安全情報ネットワーク」 「米子市安心・安全情報ネットワーク」のしくみと利用方法 防 災 安 全 課

今日から役立つ応急手当と救
急車の使い方

AED（自動体外式除細動器）の使用方法を含む応急手当の重要性及
び救急車の利用方法を含む救急体制 消 防 局 警 防 課

いざと言う時慌てない！
「防災の知識」

消火器または消火栓を使用した消火方法、出火原因別防火のポイン
ト 消 防 局 警 防 課

備えて安心「住宅防火対策」 住宅火災警報器及び消火器をはじめとした防火対策 消 防 局 予 防 課

消費者トラブルにあわないために 悪質商法、振込め詐欺など消費者トラブルの実態と被害の防止策 市 民 相 談 課



【
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
錦
海
団
地
】
住
宅
用
地
を
分
譲
中
！　

お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
企
画
課（
☎
23
―
５
２
４
４
）ま
で

　

い
よ
い
よ
水
の
季
節
で
す
。

多
く
の
人
々
が
海
や
川
に
レ

ジ
ャ
ー
に
出
か
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
年
こ
の
季
節

は
、
多
く
の
水
の
犠
牲
者
が

出
て
、
楽
し
い
は
ず
の
夏
が

暗
い
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

海
や
河
川
な
ど
で
水
遊
び

を
す
る
場
合
に
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
事
項
】

▼
海
で
の
遊
泳
は
、
必
ず
海

水
浴
場
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
酒
し
て
の
遊
泳
は
や
め

ま
し
ょ
う
。 

▼
天
候
不
良
の
時
は
遊
泳
を

や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
増
水
し
た
川
に
は
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
体
の
調
子
の
悪
い
と
き
に

は
水
泳
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
離
岸
流
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。（
離
岸
流
に
よ
っ
て
流
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
岸
と
並

行
に
泳
ぐ
こ
と
で
抜
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。）

▼
溺
れ
て
い
る
人
を
み
た
ら

す
ぐ
に
消
防
（
119
番
）
に
通

報
す
る
と
と
も
に
救
助
活
動

や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急

手
当
を
し
ま
し
ょ
う
。
通
報

す
る
と
き
は
落
ち
つ
い
て
場

所
、
性
別
、
年
齢
等
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

【
緊
急
連
絡
先
】

119
番
・
・
・
消　
　
　

防

110
番
・
・
・
警　
　
　

察

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

【
保
護
者
の
皆
様
へ
】

▼
子
供
だ
け
で
の
水
遊
び
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
水
遊
び
に
付
き
添
う
時

は
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
子
ど
も
は
遊
ぶ
こ
と
に
夢

中
に
な
り
、
危
険
に
対
す
る

注
意
が
散
漫
に
な
り
ま
す
。）

▼
休
憩
時
間
は
十
分
に
と
ら

せ
ま
し
ょ
う
。 

【
連
絡
先
】

防
災
安
全
課
内
「
米
子
市
水

難
防
止
協
議
会
事
務
局
（
☎

23
―
５
３
３
８
）」

米
子
市
水
難
防
止
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

米
子
市
水
難
防
止
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

「パブリックアート交流展」参加団体募集
公共施設のオープンスペースを利用して開催する「パブリックアート交流展」に
作品を出展される団体を募集します。
■展示会場　「ふれあいの里」談話・喫茶コーナー（１階）
■開催期間　第１回／９月２日（木）～７日（火）　第２回／９月９日（木）～14日（火）
　　　　　　第３回／９月16日（木）～21日（火）　第４回／９月23日（木）～28日（火）
※いずれも、開催日前日の午後に作品を搬入・展示し、展示終了日翌日の午前中に作品の撤収を行ないます。
■応募資格　市内にお住まいか勤務する方、または市内に活動拠点を置く文化芸術団体、サークルまたは個人の
方で、写真、絵画、版画、刺繍、陶芸、工芸、書、華道、人形、押し花などの作品展示を希望される方。
■応募方法　所定の参加申込書に必要事項をご記入の上、地域政策課（市役所本庁舎４階）まで直接ご持参いただ
くか、Eメール、FAX、郵送などでご応募ください。なお、希望日程が他の団体等と重なる場合には、抽選とします。
■応募締切　７月20日（火）必着（第１回～４回とも）
■応募・問い合わせ　〒 683－8686　米子市加茂町1－1　　米子市役所地域政策課　中心市街地活性化推進室
　☎：２３－５３５６、５３５３　FAX：２３－５３９２　　Eメール：chiikiseisaku@yonago-city.jp



ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

事業系ごみ・家庭ごみの処理を委託するときは許可業者へ
　事業活動に伴って事務所や店舗から出る事業系ごみ（産業廃棄物は除く）や家庭ごみを業者に委託して処理する場合は、
必ず米子市の許可業者へ委託してください。許可業者の連絡先など、くわしくは、米子市ホームページをご覧いただくか、
環境政策課（☎２３－５３００）までお問い合わせください。

▼事業者がごみの処理を無許可業者へ委託すると、無許可業者のみならず、委託した事業者も罰せられます。

▼処理したいごみの種類について、収集業者が許可を持っているか確認してください。

米子市一般廃棄物収集運搬業許可業者 (可燃性ごみ及び不燃性ごみ）
平成22年６月１日現在（順不同）

㈲みつわ衛生社 宮松　順一 ㈲アールクリーン ㈲井上商店 ㈲よろづや産業
㈲環境社 ㈲海老田金属 才木　富義 ㈲グリーンサポートさいき ㈲大成商事
谷野　幸子 ㈲米子環境サービス ㈲花岡商店 東亜建物管理㈱ ㈱三原商店
㈲三和産業 ㈲安井環境衛生社 ㈲青空カンパニー ㈲エコプラント 中村　武
㈲平井工業 アースサポート㈱ ㈲淀江清掃社 濱田　敏明 ㈲山陰クリエート

不用品・廃家電等の回収業者とのトラブルご注意！
　不用品・廃家電等をトラックで回収している業者がありますが、「無料と思って頼んだら、車に積んだ後で料金を請求
された」などの不用品回収業者とのトラブルが全国的に報告されています。

▼不用品回収業者が無料回収をうたっていても、回収時に料金を請求されるケースがあるので注意しましょう。

▼一般廃棄物（ごみ）の収集・運搬は市の許可を受けた事業者しか行なえません。安易に不用品回収業者に処分
　を依頼することは、トラブルや不法投棄の原因になりやすいので注意が必要です。

▼ごみ収集に出せない家電品やパソコンなどの処分方法については、ごみ分別収集カレンダー 21ページをご覧
　ください。分からない場合は、環境政策課（☎２３－５３００）にご相談ください。　

▼不用品回収業者とトラブルになった場合は、米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）にご相談ください。

■
父
子
家
庭
の
支
給
要
件

　

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
で
、
父
が
児
童

を
監
護
し
、
生
計
が
同
じ
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

父
が
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る

場
合
、
児
童
が
父
の
配
偶
者
に

養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
や
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童

④
母
の
生
死
が
分
か
ら
な
い
児
童

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童
、
母
が
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童
な
ど
）

▼
「
児
童
」
と
は
、18
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
（
ま

た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
）
児
童
を
い
い
ま
す
。

■
手
当
額（
月
額
）

　

児
童
の
数
や
父
の
所
得
等
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

▼
児
童
１
人
の
場
合

４
万
１
７
２
０
円
～
０
円
（
支

給
の
場
合
：
２
人
目
５
千
円
、

３
人
目
以
降
３
千
円
の
加
算
）

■
申
請
・
支
給

▼
申
請
受
付
開
始
日

平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら

▼
手
当
は
、「
申
請
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
が
、

７
月
31
日
時
点
で
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
る
方
に
限
り
、

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す

れ
ば
、「
８
月
分
」
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
最
初
の
手
当
の
支
給
日
は
、

平
成
22
年
12
月
10
日
（
８
月

～
11
月
分
）
で
す
。

■
申
請
受
付
場
所

市
役
所
こ
ど
も
未
来
課
（
市

役
所
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
、

淀
江
支
所
市
民
生
活
課
（
☎

56
―
３
１
１
３
）

＊
申
請
の
際
、
支
給
要
件
の

確
認
、
父
と
児
童
の
戸
籍
謄

本
や
住
民
票
な
ど
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
申
立
書
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課

（
☎
23
―
５
１
３
５
）

児童扶養手当…父母の離
婚などで、父または母と
生計を同じくしていない
児童が育成される家庭（ひ
とり親家庭）の、生活の
安定と自立の促進に寄与
し、児童の福祉の増進を
図ることを目的として、
支給される手当。



　

平
成
22
年
３
月
末
現
在
、
米
子
市
に

は
30
か
国
、
1,189
人
の
外
国
人
の
方
が
く

ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
韓
国
・
朝
鮮
の

方
（
536
人
）
が
最
も
多
く
、
次
は
中
国

の
方
（
300
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
た
ち
は
、
就
職
、
国
際
結
婚
、

研
修
、
留
学
、
永
住
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
が
あ
る
中
で
、
特
に
近
年
増
え
て

い
る
の
が
研
修
の
た
め
に
米
子
に
来
て

い
る
人
で
す
（
約
230
人
）。
研
修
先
は

電
器
・
機
械
部
品
の
製
造
工
場
、
食
品
・

水
産
会
社
、
運
送
会
社
、
介
護
福
祉
施

設
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
外
国
人
の
方
は
職
場
で
勤

勉
に
働
く
だ
け
で
な
く
、
ア
パ
ー
ト
で

の
ゴ
ミ
出
し
や
公
共
の
手
続
、
近
隣
の

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

日
本
の
生
活
環
境
に
溶
け
込
も
う
と
努

力
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
外
国
人
の
方
が

日
本
の
社
会
で
感
じ
る
悩
み
も
あ
り
ま

す
。
生
活
習
慣
・
マ
ナ
ー
な
ど
の
他
に

外
国
人
が
感
じ
る
日
本
の
生
活
の
難
し

さ
の
一
つ
と
し
て
言
葉
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
他
の
外
国
語
と
比
べ
て
日
本
語
の

習
得
は
難
し
い
と
言
わ
れ
、
尊
敬
・
謙

譲
な
ど
独
特
な
表
現
を
始
め
、
遠
慮
や

遠
回
し
な
言
い
方
な
ど
は
難
し
い
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
理
解
の
不
足
か
ら
誤
解

や
偏
見
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
外
国
人
の
方
が
日
本
の
生
活

文
化
を
理
解
す
る
努
力
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
日
本
人
も
異
な
る
文
化
を
学
ん

で
理
解
し
、
国
籍
、
言
語
、
文
化
、
肌

の
色
と
い
っ
た
違
い
を
超
え
て
、
互
い

に
一
人
の
人
間
と
し
て
相
手
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
権
教
育
が
進
む
に
つ
れ
て
「
あ
な

た
が
し
て
欲
し
い
よ
う
に
他
人
に
し
て

あ
げ
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
広
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
異
な
る
文
化
の
人
々

が
共
生
す
る
社
会
は
「
す
べ
て
の
人
間

は
一
人
一
人
異
な
る
」
と
い
う
こ
と
を

学
べ
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
民

族
的
な
多
様
性
を
認
め
る
こ
と
は
個
人

の
違
い
を
認
め
る
多
文
化
共
生
社
会
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
公
民
館
講
座
や
直
接
外
国

の
文
化
に
触
れ
る
体
験
事
業
な
ど
を
通

し
て
外
国
人
の
方
た
ち
と
共
に
生
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
６
）

市展50回記念展のご案内
　1947（昭和22）年、明道小学校講堂を会場に新憲法実施記念米子市美術展覧会が開催されてから、今
年で 50回目を迎えます。現在では米子市の美術の祭典として毎年の恒例事業となり、“市展”という愛
称で広く市民に親しまれ、洋画・日本画・書・写真・工芸・彫刻の６部門にわたる多彩な作品が出品され

ています。
　このたび、米子市美術展覧会が 50回の節目を迎えるこ
とを記念し、各部門の最優秀作品に贈る第50回記念賞受賞
作品や関連資料を展観する小企画展と、米子市美術館の収
蔵品のなかから同展に関わりのある作家の作品を中心に展
観する常設展を併せて開催し、50回にわたる米子市美術展
覧会の歩みを振り返ります。

▼開催期間　7月18日（日）～８月15日（日）
■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集

個
人
と
の
契
約
に
よ
っ
て
介
護
保

険
更
新
認
定
・
変
更
認
定
の
認
定

調
査
を
お
願
い
で
き
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件

▼
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
こ
と

▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
こ
と

※
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
面
談
等
に

よ
り
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
７
）

　

自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
、
各
種
自
衛
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
次
の
日

程
で
陸
・
海
・
空
自
衛
官
の
受
験

説
明
会
を
行
な
い
ま
す
。

と

き　

８
月
２
日
㈪
、
３
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

と
こ
ろ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所（「
米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋
」横
）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
。

　

航
空
学
生
説
明
会

自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
に
よ

る
、
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成

コ
ー
ス
の
説
明
と
基
地
見
学
を
行

な
い
ま
す
。

と

き　

８
月
６
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯

地
（
両
三
柳
）・
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
（
境
港
市
小
篠
津
町
）

申
込
締
切　

21
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
鳥

取
地
方
協
力
本
部
募
集
課
（
☎

０
８
５
７
―
23
―
２
２
５
１
）

　

鳥
取
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
米
子
盆
踊
り
」
講
習
会

米
子
の
伝
統
芸
能
の
踊
り
を
覚

え
、
夏
の
夜
の
盆
踊
り
の
輪
に
入

り
ま
せ
ん
か
？

８
月
14
日
に
公
会
堂
広
場
で
開
催

さ
れ
る
盆
踊
り
は
、
三
百
年
以
上

も
伝
承
さ
れ
た
米
子
の
民
俗
芸
能

で
す
。
こ
の
盆
踊
り
を
次
代
へ
伝

え
て
い
く
と
と
も
に
、
夏
の
夜
、

大
会
で
踊
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

付
へ
。

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
ち
ま
す
！

定

員　

18
人

▼
い
ず
れ
の
講
座
も
…

期

間

７
月
26
日
㈪
～
11
月
１
日
㈪

（
毎
週
月
曜
日
、
全
12
回
、
８
／

16
は
休
み
）

時

間　

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

米
子
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
米
子
産
業
体
育
館
裏
）

対

象　

勤
労
青
少
年
（
空
き
が

あ
れ
ば
一
般
希
望
者
も
可
）

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

23
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
―

５
１
５
４
）

　

保
育
・
子
育
て
支
援
講
習

高
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
目

的
で
、
子
育
て
及
び
保
育
に
関
す

る
知
識
を
学
ぶ
、
保
育
・
子
育
て

支
援
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

期

間

７
月
27
日
㈫
～
８
月
２
日
㈪　

（
土
・
日
を
除
く
５
日
間
）

と
こ
ろ　

㈳
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

対

象　

60
歳
台
前
半
層
の
就

職
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

募
集
期
間

６
月
21
日
㈪
～
７
月
14
日
㈬

定

員　

15
人

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

㈳
鳥
取
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
37
―
２
５
３
１
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

シ
リ
ー
ズ
Ⅱ　

大
人
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

テ
ー
マ　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
な

ぜ
動
く
の
か
～
電
気
を
使
わ
な
い

擬
似
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
体
験
～
」

講

師　

西に
し
ざ
わ
こ
う

澤
弘
毅き

さ
ん

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

講
師
）

と

き

10
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ

「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

申
込
方
法　

講
座
の
前
日
ま
で

に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境

大
学
企
画
広
報
課
（
☎
０
８
５
７

―
38
―
６
７
０
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９
、
Ｅ

メ
ー
ルkouryu@

kankyo-u.
ac.j p

）

＊
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き

第
１
回　

７
月
25
日
㈰　

第
２
回　

８
月
１
日
㈰　

第
３
回　

８
月
７
日
㈯

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階
大
会
議
室

▼
事
前
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
受
付
し
ま
す
。　
　

▼
参
加
費
無
料
。
踊
り
や
す
い
服

装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
近
年
、
室
内
に
お
い
て
も
熱
中

症
の
発
症
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
飲
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。（
会
場
に
飲
料

の
自
販
機
も
あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

米
子
盆
踊
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
文
化
課
内
）

（
☎
23
―
５
４
３
７
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

●
社
会
で
役
立
つ
毛
筆
習
字
教
室

社
会
に
出
る
と
急
に
増
え
る
冠
婚

葬
祭
。
ご
祝
儀
、
香
典
袋
、
年
賀

状
な
ど
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

定

員　

16
人

●
い
ざ
と
い
う
時
の
着
物
着
付
教
室

自
分
で
着
物
の
着
付
が
で
き
た
ら

…
。
浴
衣
の
着
付
か
ら
着
物
の
着

各
種
相
談
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

く
ら
し
の情

報



　
米
子
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
制
定
イ
ベ
ン
ト

女ひ
と

と
男ひ

と

と
も
に
輝
く
…
み
ん
な
で

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
米
子

米
子
市
で
は
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ

個
性
と
能
力
を
育
み
、
共
に
責
任

を
分
か
ち
合
い
、
希
望
と
誇
り
を

持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。（
平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
）

こ
の
条
例
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
、
男
女
共
同
参

画
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

16
日
㈮
午
後
１
時
～

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

◆
講
演

「
落
語
に
学
ぶ
男
女
共
同
参
画
」

講
師
…
林は

や
し
や
え
み
ま
る

家
笑
丸
さ
ん
（
皆
生
温

泉
湯
け
む
り
大
使
）

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
～
み
ん
な
で
語
ろ
う
～

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

福ふ
く
い
ま
さ
き

井
正
樹

さ
ん
（
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

　

地
域
活
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

パ
ネ
リ
ス
ト　

江え
ば
ら原　

修お
さ
む

さ
ん

（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

よ
り
ん
彩
所
長
）
／
大お

お
べ部

由ゆ

み美
さ

ん
（
境
港
市
生
涯
学
習
課
：
元
女

子
サ
ッ
カ
ー
W
杯
日
本
代
表
キ
ャ

プ
テ
ン
）
／
友と

も
さ
だ定
章あ

き
こ子
さ
ん
（
米

子
市
立
伯
仙
小
学
校
教
諭
）
／
山や

ま

本も
と

四し

郎ろ
う

さ
ん
（
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本　

中
国
米
子
支
店
支
店
長
）

問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同
参
画
推

進
課
（
☎
23
―
５
４
１
９
）

　

平
成
22
年
度
第
２
回

　

し
ゃ
べ
っ
て
未
来
や

「
自
分
の
た
め
の
相
続
・
遺
言
問

題
」
～
い
つ
か
来
る
そ
の
日
の
た

め
の
心
構
え
～

自
分
の
人
生
、
最
後
ま
で
自
分
で

決
め
た
い
も
の
で
す
。

い
つ
か
来
る
そ
の
日
の
た
め
に
、

相
続
、
遺
言
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
い
お
話
を
聞
き
、
疑
問
に
思
う

こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
し
ゃ
べ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

講

師

行
政
書
士　

今い
ま

田だ

重し
げ
は
る治
さ
ん

（
鳥
取
県
行
政
書
士
会　

副
会
長
）

と

き　

28
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー　

か
ぷ
り
あ
第
１
会
議

室
（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

参
加
費　

無
料
（
要
事
前
予
約)

定

員　

 

20
人
程
度

申
込
・
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
☎
23
―
５
４
１
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
37

―
３
１
８
４
、
Ｅ
メ
ー
ルdanjyo

＠yonago-city.jp

）

　

㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
・

米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
連
携
事
業

「
夏
休
み
自
由
工
作　

建
築
家
の

お
ウ
チ
を
つ
く
ろ
う
!!
」

ハ
サ
ミ
と
の
り
を
使
っ
て
、
建
築

家
の
有
名
住
宅
を
つ
く
り
ま
す
。

と

き　

８
月
20
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

定

員　

小
学
校
１
～
３
年
生
15

人
／
小
学
校
４
～
６
年
生
15
人

＊
１
～
３
年
生
の
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
保
護
者
同
伴

参
加
費　

500 
円

「
夏
休
み
科
学
体
験
教
室
」

①
科
学
マ
ジ
ッ
ク

②
浮ふ

ち

ん

し

沈
子
を
作
ろ
う
! !

③
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
遊
ぼ
う
！

と

き　

８
月
24
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

定

員

お
互
い
に　

思
い
や
り
あ
る
共
同
社
会	

（
財
）
と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

小
学
校
１
～
３
年
生
30
人

＊
な
る
べ
く
保
護
者
同
伴

参
加
費　

300 
円

▼
い
ず
れ
の
行
事
も
、
８
月
３
日

㈫
午
前
９
時
か
ら
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。（
電
話
受
付
の
み
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
―
４
０
５
０
）

　

夏
休
み
こ
ど
も
映
画
祭

と

き　

８
月
９
日
㈪

▼
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
の
大
冒
険

　

上
映
開
始　

午
後
１
時

　
（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

▼
ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星

　

上
映
開
始　

午
後
２
時
50
分

　
（
開
場
午
後
２
時
40
分
）

と
こ
ろ

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

（
さ
な
め
ホ
ー
ル
）

＊
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
５
日
㈪
か
ら
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。

整
理
券
取
扱
所

教
育
委
員
会
文
化
課
（
市
役
所
第

２
庁
舎
３
階
）、
淀
江
文
化
セ
ン

タ
ー
、
文
化
ホ
ー
ル
、
公
会
堂
、

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
―
４
０
５
０
）

　

ア
ー
ト
交
流
ひ
ろ
ば

鳥
取
県
西
部
地
域
で
活
動
を
さ
れ

て
い
る
文
化
芸
術
団
体
、
個
人
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

【
第
１
期
】　

包
一
会
米
子
か
な
書

展
「
た
お
や
か
な
白
」

開
催
団
体

書
道
包
一
会 

米
子
支
部

開
催
日
時　

16
日
㈮
～
19
日
㈪
㈷

午
前
10
時
～
午
後
６
時

 

（
19
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
第
２
期
】　

テ
デ
ィ
ベ
ア
展

開
催
団
体　

石
賀 

栄
博 

（
個
人
）

開
催
日
時　

21
日
㈬
～
24
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
６
時

【
第
３
期
】

大
山
表
具
同
好
会
作
品
展
示
会

開
催
団
体　

大
山
表
具
同
好
会

開
催
日
時　

27
日
㈫
～
８
月
１
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
７
時

（
１
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ　

米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

ア
ー
ト
交
流

ひ
ろ
ば
係
（
☎
35
―
８
１
１
１
）



お
互
い
が　

尊
重
し
あ
え
る　

参
画
社
会	

市
民
応
募
作
品

平成22年度（第46回）

米子人生大学開講
■期日　６月７日（月）～ 11月15日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）　
■会場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込みください。
電話申し込みはできません。
■受講料　年間 1,000円　
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

▼７・８月の講座
とき 内 容
第３回

７月５日（月）
「佛を見つめて」　長徳寺住職　小

こばやし

林憲
けん

充
じゅう

さん

第４回
７月26日（月）

「出会い」と「縁」に導かれて
　まちづくり会社　株式会社　法勝寺町
　代表取締役　石

いし

賀
が

治
はる

彦
ひこ

さん

第５回
８月２日（月）

淀江さんこ節“郷土芸能と地域の子どもたち”
　実演：「淀江さんこ節」
　出演：宇田川青少年育成会郷土芸能部
　講演：宇田川青少年育成会　会長　亀

かめ

田
だ

浩
こう

二
じ

　さん、宇田川青少年育成会　郷土芸能部　芸
　能部長　森

もり

田
た

　緑
みどり

さん、淀江さんこ節保存
　会　事務局　奥

おく

田
だ

晃
あき

巳
み

さん

第６回
８月23日（月）

「米子市史編さんを終えて」
　米子市歴史館運営委員長　杉

すぎもと

本良
よし

巳
み

さん
※年間スケジュールはチラシ裏面をご覧ください。(チラシは、
　生涯学習課・市役所１階ホール・各公民館にあります。）
※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年受講
　賞を設けています。

　

ア
ー
ト
交
流
ひ
ろ
ば

鳥
取
県
西
部
地
域
で
活
動
を
さ
れ

て
い
る
文
化
芸
術
団
体
、
個
人
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

【
第
１
期
】　

包
一
会
米
子
か
な
書

展
「
た
お
や
か
な
白
」

開
催
団
体

書
道
包
一
会 

米
子
支
部

開
催
日
時　

16
日
㈮
～
19
日
㈪
㈷

午
前
10
時
～
午
後
６
時

 

（
19
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
第
２
期
】　

テ
デ
ィ
ベ
ア
展

開
催
団
体　

石
賀 

栄
博 

（
個
人
）

開
催
日
時　

21
日
㈬
～
24
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
６
時

【
第
３
期
】

大
山
表
具
同
好
会
作
品
展
示
会

開
催
団
体　

大
山
表
具
同
好
会

開
催
日
時　

27
日
㈫
～
８
月
１
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
７
時

（
１
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ　

米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

ア
ー
ト
交
流

ひ
ろ
ば
係
（
☎
35
―
８
１
１
１
）

生涯学習相談
　興味のあること、好きなことから始めてみませんか。
市主催の学習講座や市内公民館で活動しているサーク
ルなどを紹介しています。お気軽におたずねください。
■生涯学習課（市役所第２庁舎３階）　☎２３－５４４４
■とき　午前10時～正午・午後１時～４時
　　　　　　（土、日、祝日を除く）

「ゲゲゲの女房」ゆかりの地を巡るタクシ－好評運行中
　NHK連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」のゆかりの地を巡る
タクシ－が 11月30日までの期間限定で運行中です。
　米子駅発５コース・米子空港発６コースで、所要時間は２
～４時間。通常料金から約４割引き（最大43％引き）で特典
も付き、大変お得です！ぜひご利用ください。
■申込・問い合わせ　米子市観光案内所（☎２２－６３１７）
■米子市観光協会HP
　http://yonago.sanin.jp/p/campaign/1/

米子市教育文化事業団
夏休みこどもわくわく体験ツアー

小学生を対象に、児童文化センター・美術館・文化ホール・
公会堂などをバスで回り、舞台裏側体験・プラネタリウムバッ
クヤードツアー・遺跡発掘体験・そば打ちなどをします。
参加費 500円。要申込。くわしくはチラシをご覧ください。
■と き　①７月21日㈬、②８月２日㈪、③８月19日㈭
■受付開始　①７月１日㈭～、②７月５日㈪～、③７月22日㈭～
■定 員　各20人（定員になり次第締切り）
■申込・問い合わせ
米子市児童文化センター（☎３４―５４５５）

中海子ども探検クルーズ
船で中海を遊覧し、中海と、そのまわりの私たちのま
ちを見てみませんか？船上では講師から、中海の水質・
現状と課題などについて説明を受け学習します。
■と き	　28日（水）午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　（現地集合時間：９時15分）
■対 象　小学生（３年生以下の児童は保護者同伴）
■募集人員　米子市募集人数：40人（中海周辺市町募
　集総数 120人）※応募多数の場合は抽選。
■発着場所　松江市八束町波入港（集合場所…松江市
　八束町波入港、または米子市役所庁舎正面玄関前）
＊市役所正面に集合の場合、午前８時15分までに集合。
　マイクロバス等の送迎有り（乗車人数に制限有り）。
■申込期間　１日（木）～ 14日（水）
■申込方法　所定の申込用紙を、環境政策課（市役所
　旧庁舎１階）または中海市長会事務局（市役所本庁
　舎４階　企画課内）に直接ご持参いただくか、ＦＡＸ、
　Ｅメールなどでお申し込みください。
■申込・問い合わせ

▼環境政策課（☎２３―５２５６、ＦＡＸ２３―５２５８、
　Ｅメール kankyoseisaku@yonago-city.jp）

▼中海市長会事務局（☎２３―５３７６、ＦＡＸ２３―５
　３９２、Ｅメール：nakaumi@yonago-city.jp）

７月10日～８月９日は
部落解放月間です

　部落問題についての正しい認識が、差別や偏見のな
い幸せな社会の実現につながります。この期間中に部
落問題講演会を開催しますので、皆さまどうぞご参加
ください。
■演 題　「猿まわし芸人とプロデューサー」
　　　　　～私たち夫婦にできること～
■講 師　栗

くりはら

原美
み わ こ

和子さん

テレビドラマプロデューサー。2007年、
次郎の“反省”ポーズで有名な猿まわ
し芸人の村﨑太郎さんと電撃結婚。村
﨑さんとご自身の経験をもとに、部落
問題を真正面から描いた私小説「太郎
が恋をする頃までには ･･･」を発表。現
代日本にいまだ残る差別の実際に踏み
込み、大きな反響を呼んでいる。

■と き　18日（日）午後０時50分～２時30分
■ところ　米子コンベンションセンター国際会議室
※参加無料・申込不要　※手話通訳・要約筆記あり
■問い合わせ　人権政策課（☎２３－５４１５）



「
助
け
合
い
」「
補
い
合
い
」
男
女
無
し	

市
民
応
募
作
品

●南公園墓地・淀江西ノ原墓苑

▼南公園墓地（所在地…石井 490）
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円） 管理料（年／円）

返
還
霊
地

50A ６ １ 210,000 2,520
52A ６ ２ 210,000 2,520
53A ６ ３ 210,000 2,520
54A ６ １ 210,000 2,520
59A ５ ３ 175,000 2,100
61A ５ ３ 175,000 2,100
B ５ １ 143,000 2,100
特 12 １ 525,600 5,040
新Ａ ８ １ 280,000 3,360

＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が２倍です。

▼淀江西ノ原墓苑（所在地…淀江町西原 913）
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円） 管理料（年／円）

返還霊地 A 9.9 １ 260,000 1,000

■受付期間　12日（月）～16日（金）
■受付場所　建設企画課（市役所本庁舎２階）
※電話でのお申込みはできません。県外在住の方のみ郵送可。
■申請に必要なもの　霊地使用許可申請書・焼骨埋蔵場所困窮
証明書（建設企画課にあります）・申請者のご住所を証明でき
る書類（運転免許証、健康保険証など）・印鑑
※焼骨をお持ちで使用を希望される方は、焼骨の埋蔵場所に困
窮していると認められた場合、優先となります。
■その他　使用者は抽選で決定します。お申込みをされた方は、
７月30日（金）に開催予定の抽選会にお越しください。

墓地の使用者を募集します
●北公園墓地・淀江佐陀墓苑（随時募集）

▼北公園墓地（所在地…彦名町 6566）

区分 面積
（㎡）

空き
区画

使用料
（円）

管理料
（年／円）

霊地 5 17 525,000 4,200
＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が 1.5倍です。

▼淀江佐陀墓苑（所在地…淀江町佐陀 1451－12）

区分 面積
（㎡）

空き
区画

使用料
（円）

管理料
（年／円）

霊地 7.5 47 600,000 1,000

■申込資格　次のいずれかに該当する方
　・米子市に住所がある方
　・米子市以外に住所があり、米子市に本籍
　　がある方
　・米子市にあるお墓を移転しようとする方
■申込・問い合わせ
　建設企画課（☎２３－５５２９）

▼いずれも事前予約が必要です。
　会場・申込・問い合わせ
　むきばんだ史跡公園（大山町妻木）
　☎３７－４０００

むきばんだ史跡公園からのお知らせ
むきばんだ弥生講座②

「弥生土器づくり」（初級コース）
初心者でも楽しく土器づくりが体験できます。
完成した土器は野焼きで焼き上げます。
■と き

▼土 器づくり　17日（土）、18日（日）

▼土器の野焼き　8月1日（日）
　（野焼きは雨天延期）
■定 員　30人
■参 加 費　無料
■対 象　小学４年生～中学生
■申込期限　９日（金）

むきばんだ古代と自然探検隊
勾
まがたま

玉づくりの古代体験やカヌー体験！夏休みの
一日を楽しく学び遊びます。
■と き　28日（水）
■定 員　70人
■参 加 費　1,000円
　　　　　　　　　（昼食代・バス代）
■対 象　小学４年生～中学生
■申込期限　５日（月）

土地付市有建物を売払いします
一般競争入札により土地付市有建物を売払いしますので、買受希望の方
はご参加ください。
■売払物件（元学校給食センター）
土地／所在地…東福原五丁目 715番２外１筆
　　　宅地 3371.69㎡
建物／元学校給食センター（未登記）　
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺2階建
１階 1190.74 ㎡　２階 293.51 ㎡
延床面積 1484.25 ㎡　
付属建物
（ボイラー室・プロパン庫・車庫・汚水浄化施設）
■現地説明会の日時・場所
７月23日（金）午前10時・売払物件所在地
■一般競争入札会の日時・場所
10月21日（木）午後１時30分・市役所本庁舎２階　202会議室
■最低売却価格　38,311,650円
（建物の消費税及び地方消費税額相当分を含みます。）
■注意事項　 ▼米子市行政サービスの利用制限措置として、米子市市税
等の滞納がある方には、原則、売払うことができません。 ▼現地説明会、
入札会に参加される方は、入札契約課に申込みをしてください。申込期
限…現地説明会は７月22日（木）、入札会は 10月18日（月）でいずれも
午後５時までです。なお、現地説明会は電話での申込みが可能です。 ▼

入札当日、現金又は銀行振出小切手で、入札金額の 10％以上の入札保証
金を納付する必要があります。ただし、落札者以外の入札保証金は、返
還します。 ▼くわしくは、入札説明書か、「米子市ホームページ」をご覧
ください。
■問い合わせ　入札契約課契約係（☎２３－５３６５）

売払い物件の案内図



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

錦海町
住 宅 錦海町

5R1 101 中層耐火
３ 階 建 1LDK

14,600
～28,700 H5単身老人等優先

5R1 105 中層耐火
３ 階 建 1LDK

14,600
～28,700 H5単身老人等優先

5R2 302 中層耐火４ 階 建 3DK 23,300～45,700 H5

■入居者の資格　市内に住所または勤務場所があり、独立の生
計を営んでいる方／現在一緒に住んでいるか、または住もう
としている親族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚
約者を含む）がある方。ただし、生年月日が昭和31年４月１
日以前の方などは、単身でのお申込みが可能です。／世帯の
収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に住宅に困
窮していることが明らかな方／米子市税などに滞納がない方
／暴力団員でないこと
■単身向老人等優先入居　単身で、60歳以上の方、心身障が
い者については、優先入居（応募者数が複数の場合は公開抽選）
の制度があります。それぞれ条件がありますので、くわしくは、
お問い合わせください。
■申込受付期間　１日（木）～７日（水）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、
住民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第
４条第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、
申込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅
申込書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　12日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　８月１日（日）
次回の市営住宅入居者募集は８月２日からの予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 12日
（月）・８月10日（火）の午後１時～４時／市役所第２庁
舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼６日（火）・23日（金）
…市役所第２庁舎３階第３会議室、８月４日（水）…市
役所本庁舎４階 402会議室／いずれも午後１時～４時
／問市民相談課（☎２３－５３７８）

行
政
相
談
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

行政相談委員　古川さん、北澤さんへ感謝状
　米子市行政相談委員の古

ふるかわたくろう

川拓郎さん、北
きたざわ

澤　薫
かおる

さんに鳥取行政評価事務所長から感謝状が贈られ
ました。お二人は、市民のみなさんから寄せられ
る行政への相談や苦情等の解決に、長年尽力され
た業績がたたえられました。
　現在、米子市では、４人の行政相談委員が相談
にあたられています。

■多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等が無料で相談に応じます。１件
30分、要予約。 ▼ 30日（金）の午後１時～４時／米子
コンベンションセンター／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎
３５－６５６６）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについ
て、相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、
無料。 ▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／
ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が無料で相談に応じます。１人
30分、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の午後１時～３
時／ふれあいの里１階
※法律相談は、毎週月・水・金曜日の午前10時～午後
３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、サラ金、
交通事故などについて、弁護士が相談に応じます。１
件30分、5,000円。多重債務、クレジット、サラ金の
相談は無料。要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７時
／米子しんまち天満屋５階／問平日午前９時～午後５
時に鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）まで。
■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼10日
（土）の午前10時30分	～午後３時／米子駅前サティ４
階　男女共同参画センター会議室／問鳥取県行政書士
会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■県内一斉「法務局サンデー相談所」開設
遺言、相続、登記、戸籍、人権、供託、心配事など、
無料で相談に応じます。予約不要。 ▼25日（日）午前
10時～午後４時／鳥取地方法務局米子支局（旗ケ崎二
丁目）／相談員：法務局職員、公証人／問鳥取地方法
務局米子支局総務課（☎２２－６１６１）

米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・オフ
など消費生活に関するご相談をお受けしています。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁舎
１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先
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認知症　安心相談室
米子市認知症疾患医療センター（「養和病院」内）と米子市認
知症連携担当者など、経験豊かな専門スタッフが、電話を通
して認知症の方ご本人や、介護をされているご家族のさまざ
まな悩みをお聴きします。
なお、指定曜日以外の日時でもご相談をお受けいたします。
お悩みの方は、まずお電話でお問い合わせください。
■安心相談日
　月曜日…午後２時～５時、木曜日…午前９時～午後５時
■連絡先　認知症連携室（☎２１－７３２５／ふれあいの里４
階）または、長寿社会課（☎２３－５１５５）



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

ところ　保健センター ( ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健
康手帳がないと受けられません。「予防接種と子ど
もの健康」の冊子を読んできてください。

対 象 児 接 種 日
H22年３月25日～４月６日生 ７月 ６ 日（火）
H22年４月７日～４月21日生 ７月21日（水）
H22年４月22日～５月11日生 ８月11日（水）

７月・８月のポリオはお休みします

有

料

広

告

■申込・問い合わせ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

結核・肺がん検診日程
月日 と こ ろ と き

７月16日（金）
義 方

花園町喫茶セゾン前 午前９時30分～９時50分
三本松１区八光ストアー前 午前10時10分～10時50分
旗ヶ崎１区岡本弘氏宅前 午前11時10分～11時30分
三本松３区会館 午後１時～１時20分
錦町３丁目西保育園前 午後１時40分～２時
義方公民館 午後２時20分～３時

７月20日（火）
啓 成

ふれあいの里 午前９時～９時40分
天理教米城分教会 午前９時50分～10時10分
啓成公民館 午前10時20分～10時40分
東保育園 午前10時50分～11時10分
勝田神社 午前11時20分～11時50分

７月20日（火）
義 方

立町２丁目鹿島茶店前 午後１時20分～２時
角盤町３丁目ファッションハウス丸越駐車場 午後２時20分～２時40分
三本松２区公民館 午後３時～３時20分

７月21日（水）
淀 江 淀江公民館

午前９時30分～11時30分
午後１時～２時30分

７月23日（金）
淀 江 淀江公民館

午前９時30分～11時30分
午後１時～２時30分

８月３日（火）
淀江・宇田川

漁村センター 午前９時30分～11時30分
稲吉集落センター 午後１時～２時
淀江ゆめ温泉駐車場 午後２時20分～３時

８月４日（水）
宇田川

福井製茶前 午前９時20分～９時40分
富繁構造改善センター 午前10時～10時20分
宇田川分館 午前10時40分～11時10分
真名井コミュニティーセンター 午前11時30分～11時50分
福平公民館 午後１時10分～１時50分
西尾原集荷場 午後２時10分～２時30分
本宮構造改善センター 午後２時50分～３時10分

８月６日（金）
淀 江

松田木材前 午前９時30分～ 10時
米子市淀江支所 午前10時20分～11時30分
白浜公民館 午前11時40分～正午
淀江中学校 午後１時30分～２時30分

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…市内にお住いの 40歳以上の方

▼「たん」の検査…① 50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が 600以
　上の方（元喫煙者を含む）、② 40歳以上で６か月以内に血痰のあっ
　た方
■自己負担金　レントゲン検査は無料。「たん」の検査は、市民税
課税世帯の方 900円、市民税非課税世帯・70歳以上の方 300円、
生活保護世帯の方無料。
■受診券　健診受診券の中に「結核・肺がん検診受診券」が昨年度
から加わりました。受診される際には必ずご持参ください。
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

アスベスト（石綿）について健康不安がある方へ
アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
問診の際にお申し出ください。

胃がん集団検診日程
月 日 場 所 受付時間

７月15日（木）
尚 徳 公 民 館 午前７時30分～８時
五千石公民館 午前９時～９時30分

７月16日（金）
永 江 公 民 館 午前７時30分～８時
成 実 公 民 館 午前９時～９時30分

８月３日（火）
夜 見 公 民 館 午前７時30分～８時
富 益 公 民 館 午前９時～９時30分

■前日の午後９時以降は、絶飲食してください。
■必ず受診券をご持参ください。

ふしめ歯科検診（歯周疾患検診）
を受けましょう！

▼対象　今年度中に 40・50・60・70 歳になる方で、
　　　　希望される方
※S45.4.1～46.3.31生、S35.4.1～36.3.31生、
　S25.4.1～26.3.31生、S15.4.1～16.3.31生 の方

▼検診場所　歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）

▼検査内容　問診、歯周組織検査

▼自己負担金　40・50・60歳の市民税課税世帯の方
　…500円、70歳・市民税非課税世帯の方…200円、
　生活保護世帯の方…無料

▼実施期間　７月１日～ 12月末

▼申込みは、市役所健康対策課まで。
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「愛の血液助け合い運動」実施中 !!
毎年７月は、「愛の血液助け合い運動」月間です。みなさんは、献血をしたことがありますか？　国内の医療で使用する
全ての血液製剤を、私たちの献血によって確保することが大きな課題とされています。輸血に使用する血液の安全性を高
めるためにも、「成分献血」、「400ml 献血」へのより一層のご協力をお願いします。

鳥取県赤十字血液センター日吉津出張所で献血を受け付けています。一人でも多くの皆様のご協力をお願いいたします。
■問い合わせ　鳥取県赤十字血液センター日吉津出張所（イオン日吉津ショッピングセンター東館１F）　☎２７－１７２４
■受付日時　毎週土・日・火・木曜日と毎月20日、30日　午前10時～午後１時、午後２時～４時30分（成分献血は午後４時まで）
　　　　　　（受付日時以外、祝祭日は閉所）

７月から12月まで 大人のいろいろな健診を行ないます

種 類 対象者
（今年度中の年齢）

自己負担金

受診方法及び内容70歳以上（＊１）
の方・市民税非
課税世帯の方

左記以外の方

特定健診及び
後期高齢者
の健診など

40歳以上の方
（国民健康保険加入者と後期高齢者医療
加入者のみに実施。）（＊２）

500円
医療機関：問診、尿検査、血圧測定、肝機能、
LDL コレステロール、HDL コレステロー
ル、中性脂肪、血糖、腹囲測定など

大腸がん検診
40歳以上の方

400円 1,400円 医療機関：問診、便潜血検査

胃 が ん 検 診
400円 1,400円 検診車：問診、胃透視（レントゲン検査）

1,100円 3,300円 医療機関：問診、胃透視または内視鏡検査（胃カメラ）
結核・肺がん検診 40歳以上の方 別記「結核・肺がん検診日程」をご覧ください。

肝炎ウイルス
検　査

40歳以上の方のうち、職場の検診等で
検査を受ける機会がない方。（過去に肝
炎ウィルス検査を受けたことのある方は
除く。）　（＊３）

特定健診等と同時に検査した場合
医療機関：問診、採血（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウ
イルス）

300円 1,100円
肝炎のみを検査した場合

500円 1,700円

乳 が ん 検 診 平成21年度に乳がん検診を受けてない
40歳以上の女性 600円 2,000円

医療機関及び検診車：問診、視触診、マン
モグラフィ ( 乳房 X 線検査）

（マンモグラフィは予約が必要。）（＊４）

子宮がん検診 20歳以上の女性
頸部 700円 2,200円 医療機関：問診、視診、内診、細胞診（体部

がん検診は医師が必要と判断した方のみ。）頸部・体部 1,300円 3,800円

女 性
特 有
の

が ん
検 診

乳がん
平成21年 4 月 2 日から平成22年 4 月
1 日までの間に、40歳、45歳、50歳、
55歳、60歳になった女性 無料（＊５）

（子宮体部がん検診は負担金が必
要。）

乳がん検診と同様

子宮頸
が ん

平成21年 4 月 2 日から平成22年 4 月
1 日までの間に、20歳、25歳、30歳、
35歳、40歳になった女性

子宮がん検診と同様

＊１…70歳以上の方…昭和16年３月31日までに生まれた方
＊２…国民健康保険以外の被用者保険（協会けんぽや企業の健康保険など）加入者の特定健診はそれぞれの保険者が実施します。
＊３…肝炎ウイルス検査受診券が必要ですので、希望される方はお申込ください。
　　　（40歳の方には別途受診券または検査案内をお送りしました。）
＊４…予約が必要ですので、くわしくは「平成22年度健診受診券」をご覧ください。
＊５…受診の際は、別途お送りした「無料クーポン券」をご持参ください。
■生活保護世帯の方は無料です。
■６月末に、40歳以上の国保加入者、20歳以上の女性、40・45・50・55・60歳以上の男性、過去４年間に米子市の受診券で受診し
　たことがある方に「平成22年度健診受診券」をお送りしました。受診券がないと健診は受けられません。届いていない方で健診を
　希望される方はお申込みください。なお、女性特有のがん検診対象の方には、別途「無料クーポン券」をお送りしました。
■結核健康診断及び各種がん検診については、職場などで受診ができる方は対象ではありません。
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プラネタリウムがグレード
アップ！　　全天周映像番組

「宇宙ってどこまであるの？」
平日…午後２時・３時、土・日・
祝日…午前10時45分・11時
45分・午後２時・３時・４時。
幼児・70歳以上無料、小中学
生 50円（土曜日は無料）、高
校生以上 300円。
星座早見盤づくり
24日（土）午後７時30分～、
自分で星座を探す道具「星座
早見盤」を作ります。晴れた
ら本当の星座をさがします。
対象：どなたでも可、50組、
材料費 20円。10日（土）か
ら電話受付。
昼の天体観測会「太陽をみよう」
25日（日）午後１時30分～、
対象：幼児～大人、当日自由
参加、無料。
あおぞらえほんひろば
17日（土）午後２時30分～、
対象・幼児～大人。天候が良
ければ屋外で絵本の読み聞か
せや手あそびなどをします。
おはなしのへや（共催・朗読
ボランティア火曜の会）
11日（日）午前11時～ 11時
30分、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（協力・
おはなしグループだくちる）
24日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
米子ものづくり道場第２回指
導者養成講座

▼ 17日（土）午前９時～「も
のづくり基礎・指導法講座」、
午後１時～「いらいらゲーム
をつくろう」。 ▼ 18日（日）
午前10時～「ジャムをつく
ろう」、午後１時～「２石ラ
ジオキットを組み立てよう」。

▼ 24日（土）午前９時～「も
のづくり基礎・指導法講座」、
午後１時～「本のイスをつく
ろう」。 ▼ 25日（日）午前10
時～「廃油ロウソクをつくろ
う」、午後１時～「金属キー
ホルダーをつくろう」
対象：大人、無料。申込み・
問い合わせは鳥取大学産学・
地域連携推進機構・医学部
生体制御学講座内 ( ☎38－
6356) まで。
いのち輝け子どもたち～こん
にちは　赤ちゃん～
19日（月・祝）午前10時～11
時45分、対象：０歳児とその
保護者、児童・生徒･学生（小
学５年生～大学生）、参加費
100円（保険代）。くわしく
はチラシをごらんください。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日

特別企画展「開館70周年記
念　館蔵品展」
豪商鹿島家、三柳新開開拓を
行なった高木家の資料を中心
に館蔵品を展示します。

会期：８月30日（月）まで
観覧料：一般300（250）円
／高校・大学生 200円
※（　）内は 15人以上の団体
料金。中学生以下、70歳以上、
障がいのある方・要介護者と
その介護者は無料

〈関連事業〉ギャラリートーク
会期中の第２・４土曜日の午
後２時から
企画展「全日本トライアスロ
ン皆生大会の30年をたどる」
第30回を迎えるトライアス
ロン皆生大会の歴史と魅力
を、大会ポスターや写真で紹
介し、競技道具もあわせて展
示します。会期：８月16日

（月）まで、観覧無料。
企画展「米子の近代建造物」
今年で築80年を迎える米子
市役所旧館（現山陰歴史館）
をはじめ、身近にある近代建
造物を写真パネルで紹介しま
す。会期：７月３日（土）～９
月６日（月）、観覧無料。
民話のへや（共催：ほうき民
話の会）
18日（日）午後１時30分～午
後２時20分、民話４話とわ
らべ唄（久米城のはじまり・
佐治谷ばなし・かじかガエル・
つる女房）、民話ひとくち解
説…解説：酒

さ か

井
い

董
た だ

美
よ し

さん
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

福市考古資料館開館30周年夏休
みミニ企画展　子どもたちの考
古学「蓋

ふたつき

杯出現！食事の大変化」
須

す え き

恵器（朝鮮半島から伝わっ
た技術で作られた器）が導入
され、日本の食事の様子が大
きく変わりました。市内の遺

跡から出土した器から食の変
化をたどります。
会期：14日（水）～８月30日

（月）、観覧無料。
〈関連イベント〉福市・青木
遺跡子ども探検隊「古代の集
落を見つけよう！」
福市・青木遺跡を、クイズを
しながら歩き、遺跡公園の中
にある弥生・古墳時代の集落
の跡を発見します。17日・
24日・31日、８月７日、14
日（いずれも土曜日）、午前
10時～11時。対象：小学５・
６年生（小学４年生以下は保
護者同伴）、集合・解散場所：
福市考古資料館、定員10人（※
当日受付先着順）、参加無料。
体験学習「まが玉・石包丁づ
くり」
まが玉、石包丁のどちらかを
自分でつくる体験講座です。
約１時間で完成します。
毎週土・日曜日と19日（月・
祝）、８月は休館日を除き毎
日開催。受付時間：午前10
時～午後３時、参加費 300
円（材料費、保険代）、対象：
小学５年生～一般（小学４年
生以下は保護者同伴）。
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日

小企画展「市展50回記念展」
第50回市展の受賞作品と関
連資料を中心に展示します。
会期：７月18日（日）～８月
15日（日）［毎週水曜日休館］、
観覧無料。
米子市美術館常設展Ⅰ「市展50
回記念～収蔵作家を中心に～」
市展が第 50 回を迎えること
を記念し、収蔵作品のなかか

７月の催し７月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

福市考古資料館
（☎ 26－3784）

米子市美術館
（☎ 34－2424）



有

料

広

告

ら、市展に関わりのある作家
の作品を中心に展観します。
会期：７月18日（日）～８月
15日（日）［毎週水曜日休館］、
観覧料：一般 310円／高校・
大学生 150円　※ 15人以上
の団体は 50円割引。中学生
以下の方、70 歳以上の方、
障がいのある方（介護者１人
含む）、米子市美術館後援会
会員の方は無料。

〈関連事業〉学芸員によるギャ
ラリートーク
７月31日（土）、８月14日（土）
午後２時～。くわしくは美術
館までお問い合せください。
第２回 ミュージアムスクー
ル「学芸員レクチャー　市展
50回の歩み」
市展50回記念展にあわせ、
市展の歩みをご紹介します。
25日（日）午後２時～３時、
定員40人、事前申込不要。
■開館時間
午前10時～午後６時

つつじ読書会
３日（土）午後２時、特設文庫
室、『人間不平等起源論』　ル
ソー：著　中

な か や ま げ ん

山元：訳　光文社。
楽しく漢文に学ぶ会
４日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：第 1・2・
3 木曜…ほしのぎんか、第４
木曜：火曜の会、第５木曜：
職員）午前10時40分～ 11
時30分、親子読書コーナー。
★ 13日（火）（毎月第２火曜
日・図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべう
た・紙芝居・パネルシアター。

伯耆文化研究会７月例会
10日（土）午後１時30分、大
会議室、「西伯耆における力士
の塚と碑」・発表者…中

な か

田
だ

文
ふ み

人
と

さん、「角盤通りの変遷につい
て」・発表者…篠

し の

田
だ

建
け ん ぞ う

三さん
古文書研究会
24日（土） 午後１時30分、大
会議室、農村の支配と農民の
くらし（第７回）「幕末の会
見郡小波村『水

み ず あ び

浴せ』騒動に
ついての供述書」を読む。講
師：山

や ま

藤
ふ じ

良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「特許等相談会」（要事前申込）
13日（火）午後１時30分～４
時30分、特設文庫室。
「特許情報相談会」（要事前申込）
27日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室、㈳
発 明 協 会 鳥 取 県 支 部（ ☎
０８５７－５２－６７２８）。
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
14日（水）午後２時～４時、
特設文庫室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
高校生のための「社会で生き
抜く力」養成講座第2回（全
６回）（要事前申込）
25日（日）午後１時30分～午
後３時10分、大会議室、㈳
地域人財プロジェクト（☎
３２－５５１７）
図書館開館20周年記念講演会
18日（日）午前10時30分～、
大会議室。講師：おおともや
すおさん・なとりちづさん

「わたしたちの絵本作り－絵
本作家夫婦の日常－」
※参加ご希望の方は図書館に
お申し込みください。
■開館時間　午前10時～午
後６時（６～９月の毎週金曜
日は午後８時まで延長）

■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（月末資料整理）

自然観察会「家族みんなでメ
ダカ捕り！」
普段は入れない野鳥の保護区
域内でメダカ捕りをして観察
します。19日（月・祝）午前
10 時～正午、午後２時～４時、
それぞれ先着 50人、要申込。
夏休み企画「水鳥公園の生き
物図鑑を作ろう！」
３日間連続で水鳥公園の昆
虫、水生生物、野鳥を観察し
て、オリジナルの図鑑を作り
ます。22日（木）～24日（土）
午前９時～正午（３日間連続）、
対象：小学３～６年生で３日
間参加できる人、先着30人、
要申込、材料費 100円。
夏休み企画「小鳥のお家を作ろう！」
杉板一枚からシジュウカラ用
の巣箱を作ります。25日（日）
午後１時30分～４時30分、
対象：小学生の親子、先着
10組、要申込、材料費300
円（入館料込み）。
国立科学博物館コラボ企画

「恐竜は今も生きている！ア
ロサウルスから水鳥まで」
本物のアロサウルスの全身骨
格化石を中心に、恐竜と水鳥
に関する展示を行ないます。
７月29日（木）～９月20日（月・
祝）。開館時間中いつでも見
学可。８月31日まで無休開館。
夏休み企画「恐竜のうちわを
作ろう！」
うちわに恐竜の絵を描いて、
オリジナル恐竜うちわを作
ります。７月29日（木）～９
月 20日（月・祝）。開館時間
中いつでも作れます。材料費
100円（入館料別途）。

夏休み企画「フライドチキン
で恐竜学！」
フライドチキンを食べてから、
骨を洗浄して組み立てて、恐
竜と鳥の骨格について考えま
す。31日（土）午後０時30分
～３時 30分、先着10組、要
申込、参加費1,800円（フライ
ドチキン代と入館料込み）。
国立科学博物館コラボ企画
記念講演会「最新恐竜学」
８月７日（土）午後１時～４時、
定員 70人、申込不要、講師：
真

ま

鍋
な べ

　真
まこと

さん（国立科学博物
館地学研究部研究主幹）
●集合場所・会場は水鳥公園
ネイチャーセンターです。
●水鳥公園が会場の企画には、
高校生～ 70歳未満の方は入館
料（300円）が必要です。
●とっとり県民カレッジ連携講座
■開館時間
午前９時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

７月ロビー展　外江陶芸クラ
ブ作品展（御崎窯）
ガムラン演奏と影絵
11日（日）午後６時30分～
港ベンチャーズライブ
19日（月・祝）午後２時～
こどもチャレンジ広場
十数種類の物づくり体験
25日（日）
■入園料　大人 200円、小・
中学生 50円。
＊古代ハスをはじめ、40種
類のハスが６月下旬から８月
にかけて花を咲かせます。
関連記事：P20「よなごの宝
88選」から
■開館時間　午前９時30分
～午後５時（７月のみ土・日・
祝は午前４時開館）
■今月は休館いたしません

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）



「よなごの宝88選」から
　伯耆古代の丘公園の蓮池 　 《宝No.４》　　米子市淀江町福岡

　「古代ロマンと出会える日」をキャッチコピーに、平成７年（1995）４月にオー
プンした伯耆古代の丘公園には、40数種類の蓮を植え込んだ蓮池があります。
　代表的な「大

おお

賀
が

蓮
はす

（二千年蓮）」は、千葉県検
け

見
み

川
がわ

の泥
でいたんそう

炭層より発掘された一
粒の種子から育てられた流れをくむ、鮮やかなピンク色の蓮です。
　また「大

だいみょう

名蓮
はす

」は、寛
かんえい

永９年（1632）、鳥取藩主池
いけ

田
だ

光
みつまさ

政が岡山に移
い

封
ほう

された際
に持ち込まれたところから、その名がつけられたといわれています。やや黄色
い白地の花びらに紅紫色の不規則な斑

ふ

が入ります。別名を「一
いってん

天四
し

海
かい

」ともいい、
仏典の「一

いってん

天四
し

海
かい

妙
みょうほう

法に帰
き

す」に由来して、仏の教えが隅々までいきわ
たった理想の世界にたとえられています。
　このほか、ボタンのような八重咲の花をつける「西

さい

湖
こ

蓮
れん

」や黄色の花
びらの「王

おう

子
じ

蓮
れん

」、白色で一重咲の清楚な趣
おもむき

をもつ「清
せいげつれん

月蓮」、古くから
唐
とうしょうだいじ

招提寺に伝わる名花「白
しろくんししょうれん

君子小蓮」のほか、海外との交流で日本へ送
られた貴重な「ネール蓮

ばす

」・「中
ちゅうにちゆうぎばす

日友誼蓮」なども集められています。
　これらの蓮は夏の終わり頃まで咲き誇り、早朝に蓮池を歩くと、朝
の冷気とともに蓮のほの甘い香りが漂ってきます。
【よなごの宝88選実行委員会】
※アクセス /JR 淀江駅から徒歩 20分、山陰自動車道淀江 I.C
から３分。連絡先 /☎５６－６８１７

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　メダカは、コハクチョウと並んで水鳥公園で人気の生き物です。環境省が絶滅危惧
種に指定していますが、水鳥公園とその周辺では、今でも普通に見られます。
　水鳥公園の池は、中海の干拓地の中に造られた人工の池です。池が作られた後、自
然にメダカが住み着き、今では園内の魚の中で最もたくさん見られる魚となりました。
水鳥公園の池には、メダカを大量に食べるブラックバスのような天敵がいません。サ
ギやカワセミには少々食べられてしまいますが、それでもメダカにとっては楽園です。
　水鳥公園の人気プログラムといえば、メダカ捕りです。群れで水面近くをゆっくり

と泳いでいるメダカは、一見簡単に捕まえられるように思えます。しかし、実際に捕まえようとすると、なかなか捕まえ
られません。メダカ捕りにはコツがあるのです。
　メダカは、水中を自在にすばやく泳げます。ですから、タモ網でのんびりとすくっ
ているだけでは、メダカは網を避けて逃げてしまいます。そこで、友達と協力して、
メダカの群れをタモ網の中に追い込んだり、逃げられない場所にメダカを追い詰めて、
一気にすくいあげたりすると、上手に捕ることができます。
　水鳥公園では、毎年海の日にメダカの観察会を行なっています。ぜひご家族みんな
でご参加頂いて、メダカ捕りを楽しんでもらいたいです。
　ただし、捕まえたメダカを飼いたい方には、約束してほしいことがあります。責任
を持って最後まで大切に世話をしましょう。そして、生態系を乱さないためにも、別の場所に逃がしたり、大量に養殖し
て放流したりしないでくださいね。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

米子市の人口と世帯数　平成22年６月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,193人 ( ＋31人)　男性 71,285人 ( ＋6人)　女性 78,908人 ( ＋25人)　世帯数 62,801世帯 ( ＋30世帯)

水鳥公園からのたより

メダカ

７月に見られる水鳥公園の生きものたち
カイツブリ・カルガモ・ダイサギなどの水鳥、メダカやミシシッピアカミミガメなどの水生
生物、キリギリスやチョウトンボなどの昆虫類。
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